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研究成果の概要（和文）：日本集中治療学会のデータベースデータベースから得られる内容を基に数多くの発表
を国内外で行った。 チェックリストと各種プロトコールは逐次的にICU内に導入した。特にせん妄防止の取組に
関しては選択された患者群におけるせん妄発生率を大きく低下させることに成功した。
新型コロナウイスル感染症中でも、多職種回診の更なる充実化およびコロナ重症症例に対する診療のシステム化
及び運用の取り決めを行い、多職種連携によるチーム医療を実施した。ゾーニングはコロナ対策室の事務員も多
職種の一員として参画するシステムを構築した。多職種回診をリモート実施し本来の多職種回診の水準を維持し
たまま重症コロナ患者の診療を行った。

研究成果の概要（英文）：Multidisciplinary rounds significantly decreased ICU length of stay and mean
 CV catheter days in Japanese university tertiary hospital. Although there may be differences in 
practice and structure of ICU care compared to the US, our findings suggest that the systemic 
implementation of ICU multidisciplinary rounds improves the ICU outcomes.
During COVID-19 pandemic, we settled the system to carry on multidisciplinary rounds remotely so 
that the quality of patients’ care would be maintained. Additionally, appropriate zoning of patient
 care areas relative to the degree of infectious risks were implemented to optimize the flow of 
patient care on the platform of multidisciplinary rounds. The implemented process proved to be 
effective in coordinating care between various disciplines involved in the multidisciplinary 
approach of patient care.

研究分野：集中治療

キーワード： 集中治療　多職種連携

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
申請者は2016年以降現施設にて米国式医療システムに基づき、多角的なアプローチから多職種回診・多職種連携
を定着させた。多職種連携はICUの効果的かつ効率的な運営において不可欠であり、本研究から得られるデータ
は専門化の進む我が国の集中治療領域におけるモデルケースとなることが期待される。本研究により多職種回診
を基盤とした、ケアバンドルなどの医療システム導入することで、「世界標準の治療の提供」と「日本発のデー
タを世界に向けて発信」する事が可能となると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究計画は申請者の 20 年以上に渡る米国での指導経験を活かした、米国式
医療システムの 導入による効果についての研究を主目的とする。近年になって、EBM
の実践において臨床現  場へ新規システムを導入し、定着させることの複雑性が
implementation scienceとして認識 されるようになっているが、申請者は 2016年に帰国
して現施設に着任以降、多角的なアプローチを要して多職種回診を定着させることに成

功した。 
本研究は「世界標準の治療の提供」と「日本発のデータを世界に向けて発信」する事を

目 標として、多職種回診を基盤とした、ケアバンドルなどの医療システム導入による
効果測定 を行う。多職種連携は ICUの効果的かつ効率的な運営において不可欠であり、
本研究から得 られるデータは専門化の進む我が国の集中治療領域におけるモデルケー
スとなることが期待 される。 
 
２．研究の目的 

本研究の主目的は多職種回診を基盤とした、ケアバンドルを始めとした医療シ

ステム導入の効果測定である。SCCM ガイドラインにおいても、新規システム導入に

当たっての過程と結果の測定は ICU 運営に重要な役割を果たすとされており、加えて
この様なデータを広く公開することは、今後の日本における効果的な ICU 運営法を見
出すための重要な基礎資料になると考えられる。 
 
３．研究の方法 

多職種回診を基盤とした医療システムは既に海外において実効性が示されて

いるが、それでも本研究の学術的独自性は失われない。米国と日本ではそもそもの基盤

となる医療提供体制が大きく異なるうえ、文献的に有効性が示された手法であっても、

現場レベルへ実際に導入するのは従来考えられていたよりも容易でないことは広く認

識されており、近年では集中治療領域においてもimplementation	
 scienceと呼ばれる、

社会科学的手法などを用いた学際的問題解析手法が個別化された EBM の実践	
 (新規治

療やシステムの導入)に必要と認識されている Implementation における重要な要素の

一つは、測定可能な指標を継続的にモニターすることで実践の過程を経時的に評価しな

がら、常に課題認識と解決を行う工程を実行していくこととされる。	
 

	
 

４．研究成果	
 

日本集中治療学会が主導するデータベース事業である JIPAD の入力体制を確
立し、ICUのベンチマークを可能とした。このデータベースから得られる内容を基に今
年度に数多くの発表を国内外で行った。 チェックリストと各種プロトコールに関して
の作成・運用開始も本年度に多く行い、人工呼吸器装着時のチェックリスト・抜管チェ

ックリスト・搬送チェックリ スト・中心静脈穿刺時チェックリストなどを逐次的に ICU
内に導入し、その一部は ICU から病院全体に広まり、マキシマルバリアプレコーショ
ンの定着に貢献し た。特にせん妄防止の取組に関しては(株)ヤマハの共同研究を背景
として、多くの取り組みを行い、選択された患者群におけるせん妄発生率を大きく低下



させることに成功した。	
 

また、新型コロナウイスル感染症が流行している中でも、多職種回診の更なる充実化お

よびコロナ重症症例に対する診療のシステム化及び運用の取り決めを行い、各診療科と

コンセンサスを得ながら当科 ICU 医師が中心となり、多職種連携によるチーム医療を
実施した。特に、コロナ感染症に立ち向かう上で、ゾーニングとゾーン間のコミュニケ

ーションが最重要課題であった。ゾーニングについては当院のコロナ対策室と連携を取

り、入室および検査時の患者の移動については医療者のみならず、コロナ対策室の事務

員も多職種の一員として参画するシステムを構築した。また、多職種回診を患者のベッ

ドサイド、つまりレッドゾーン内で実施することは感染対策上困難であったことから、

全症例に対してリモート実施を行うことで、本来の多職種回診の水準を維持したまま重

症コロナ患者の診療を行った。 
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